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   A 58-year-old male patient was admitted to the hospital complaining of weight loss. Abdominal 
computerized tomographic (CT) scan disclosed a mass shadow in the left kidney. From the 
results of further examination, including drip infusion pyelography (DIP) and angiography, he was 
preoperatively diagnosed as having a left renal tumor. 
    Left radical nephrectomy was performed on March 15, 1990. The lesion was histologically 
diagnosed as renal cell carcinoma (clear cell subtype, grade 2) confined by the renal capsule (stage  
I  ). No distant metastases were detected. 
    Interferon-a was administered every other day as adjuvant chemotherapy. After the patient 
experienced muscle pain in his thighs and shoulders after exercise on February  11, 1991, the serum 
creatine phosphokinase  (CPR) level progressively increased up to 2,329  U/1. On the basis of the 
results of various examinations reflecting thyroid gland function, he was diagnosed as having 
primary hypothyroidism due to Hashimoto's disease. 
   Thyroid function improved after administration of triiodothyronine and thyroxine. Interferon 
has been reported to influence thyroid function, and, in this case, interferon-a therapy may have 
induced the primary hypothyroidism associated with Hashimoto's disease. 
                                                  (Acta  Urol. Jpn. 38: 1165-1169,1992) 




























































クリスチソlmgお よび ペプ レオマイシン10mg,
D3=マイ トマイシンC2mg,D5:マイ トマ イシン































































筋 肉痛 を 自覚 す る とと もに2月13日 に は 血 清CPK
値 が上 昇 した(721u/1),安静 を指 示 し経 過 観 察 し て
いた が,そ の 後CPKは 持続 的 に 上 昇 し3月16日 に
は2,329u/1まで とな った,同 じ頃 よ り顔 面 の腫 脹 も
出現 した.第1内 科 を 受 診 し,甲 状 腺 機 能 低 下 症 が疑
わ れた た め4月8日 精査 目的 で入 院 した.
第2回 目入 院 時 理 学 的 所 見 ・体 重63kg,脈 拍66/
分,血 圧124/86mmHg,心雑 音 聴 取 せ ず.呼 吸数20/
分.胸 腹 部 は 理 学 的 に特 変 な し.肝 脾 は 触 知 せ ず.
浮腫 は 認 め な い.皮 膚 は 乾 燥 し粗雑 で,手 背 は 軽 度 の
色 素沈 着 を認 め る.神 経 学 的 所 見 は著 変 な し アキ レ
ス腱反 射:両 側 と も正 常.
血 液 生 化学 的 検 査 成 績:一 般 検 血 では 異 常 は 認 め ら
れ なか った.生 化 学 検 査 で はLDH522μ/1,creati-
nine2.3mg/dlと高 値 を 示 した が 他 の検 査 値 は 正 常
で あ った.ASO,RAは 陰性 で あ った.免 疫 グ ロ ブ
リン値,補 体 も正 常 で あ っ た.蛋 白分 画:Alb60.5%,
α1-G4.5%,α2-G9.6%,β一G7.2%,r-Gl8.2%,





イ ロイ ドテ ス ト<102,マイ ク ロ ゾー ム テ ス ト402,サ
イ ロ グ ロブ リソ抗体(RIA):39.9%,甲状 腺1231摂
取 率:35.7%,甲状 腺超 音 波 検 査:甲 状 腺 容 積19。2
ml,内部 エ コーは 不 均 一 で 一 部 に 辺 縁 不 明瞭 な 低 エ
コー 領域 が 存 在 す る.甲 状腺 シ ン チ(1231):trap.
pingは均 一 で 甲 状腺 の腫 大 は認 め られ な い.






より合成 トリヨー ドサイロニン製剤(チ ロナ ミソ)15
μg/日,4月23日よ り合成サイロキシン製剤(チ ラー
ジソs)IOOPt9/日の投与を開始した ところ,甲 状腺
機能は 改善した.運 動負荷でもCPKの 再上昇が認





イ ソタ ー フェ ロン は1957年にIsaacsとLinden-
mann1)によ って発 見 され た.イ ンタ ー フ ェ ロ ンは α
型,β 型,γ 型 に分 類 され,こ の うち 臨 床 効 果 が確 立
して い る のは α型 イ ン タ ー フ ェ ロンで あ る.
1972年にStranderら2)がα型 イ ンタ ー フ ェ ロ ンの
多発 性 骨 髄 腫 に 対 す る効 果 を 報 告 して 以 来,本 剤 の抗
腫 瘍 効 果 が 検 討 され て きた.現 在 では,多 発性 骨 髄 腫
の ほ か悪 性 リンパ腫,悪 性 黒 色 腫 な どに 有 効 例 が報 告
され て い る.泌 尿 器 科 領域 ではQuesadaら3)が腎 細
胞癌 に対 して 有 効 で あ る と報 告 して 以来,本 邦 で も丸
茂 ら4)小野 ら5)里見 ら6)が腎細 胞 癌 有効 例 を 報 告 して い
る.α 型 イ ンタ ー フ ェ ロ ンの腎細 胞癌 に 対 す る有 効率
は他 の抗 癌 剤 と比 較 す る と明 らか に高 く20～35%であ
る,そ のた め,イ ンタ ー フ ェ ロ ソ療 法 は,腎 細 胞癌 の




















誘因にて急速に 甲状腺機能低下 が増悪 し,筋症状,
CPK上 昇をきた したものと推測 され る.文 献的に






















結果 として 甲状 腺組 織が破壊 され る.す なわ ち,








る上でも興味深いと考 え られ る.一 方,α 型インタ
ーフェロンは,自己反応性の細胞障害性T細胞 も刺激
し,増殖を促進 し,これらの細胞障害性T細 胞が甲状
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